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Rokkasho広報ろっかしょ

photo たのしむべ！フェスティバルの特別イベント「ミニバス競技会」
　　   尾駮ミニバススポーツ少年団 VS 十和田東女子ミニバススポーツ少年団

Pick Up Topics
見て、食べて、遊んで　にぎわいの春まつり

2011 たのしむべ！フェスティバル
Voice

被災地への派遣報告。
Information

防災無線の電池交換は定期的に。
「節電」に対するお願いについて
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２人はお父さん、お母さ
んと来場。空音くんは千
歳平カウボーイズのメン
バーとして、特別イベン
トの王杯野球大会に出場
しました。「僕のチームは
負けちゃったけど、また
頑張りたい。仮面ライダー
がかっこよかった」、凛
ちゃんは「ふわふわトラ
ジローが楽しかった」と
にっこり。

VOICE.2「ふれあい横丁は見て歩くのも楽しい」 VOICE.1「お菓子の売上金、南三陸町の支援に」VOICE.3「ふわふわトラジロー、楽しかった」VOICE.4「村の豊かな自然 PRしたい」

　　　川畑樹
じ ゅ り

璃さん㊧

　　　　  藤村奈
な つ み

津美さん㊨

【2011 年度ミスニッコウキスゲ】

本年度のミスニッコウキ
スゲに選ばれた２人。今
後 1 年間、村内外に村の
魅力を PR する。「藤村さ
んは「豊かな自然と六趣
などの村の特産品を村内
外に PR したい」、川畑さ
んは「村に恩返しできる
機会。海の幸、山の幸を
もっと発信していけたら」
と抱負を話した。

横浜町から家族３人で来
場した晃美さん。「フェス
ティバルには初めて来ま
した。息子と仮面ライダー
ショーを楽しみました。
ふれあい横丁のお店が充
実していて、見て歩くの
も楽しいですね。ごんぼ
ほりうどんや戸鎖そばも
おいしかったです。来年
もまた来たいですね」。

京都インターナショナル
スクール青森キャンパス
（KISAC）のブースで手作
りのお菓子を販売。ホワ
イト宏子さんは「KISACの
職員や関係者で作りまし
た。売上金は南三陸町の支
援に充てます。支援の詳細
は、KISACのホームページ
（http://kisaomori.worpress.
com/）でも紹介しています。
全部売れればいいな」。

佐藤  凛
り ん

ちゃん㊧

佐藤空
そ ら と

音くん㊨

【六ヶ所村】

秋田晃
て る み

美さん㊧

秋田燈
と う ま

摩くん㊨

【横浜町】

（左から）ヘイリー・ソルトマーシュさん
ホワイト宏

ひろこ

子さん
マイケ・ツィママンさん

ドワイヤー裕
ひ ろ み

美さん
【KISAC のブースで】

「フェスティバル、楽しんでます！」来場者、参加者の声

見て、食べて、遊んで
にぎわいの春まつり

2011　たのしむべ！フェスティバル

　『
２
０
１
１
た
の
し
む
べ
！
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
５
月
15
日
、
大
石

総
合
運
動
公
園
で
開
か
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
ふ
れ

あ
い
横
丁
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を

考
慮
し
、１
日
だ
け
の
開
催
。
例
年
、

県
内
で
は
春
一
番
に
打
ち
上
げ
ら
れ

る
花
火
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
数
の
親
子
連
れ
な
ど
が
会
場
に
足

を
運
び
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
泊
出
身
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
丹
波
綾

香
さ
ん
が
し
っ
と
り
と
歌
い
上
げ
、

祭
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

村
の
魅
力
を
村
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る

ミ
ス
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
発
表
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
ミ
ス
ニ

ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
は
藤
村
奈
津
美
さ
ん

と
川
畑
樹
璃
さ
ん
。「
村
の
良
い
と
こ

ろ
を
た
く
さ
ん
Ｐ
Ｒ
し
た
い
」
と
は

に
か
み
な
が
ら
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
数
々

の
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
ズ
や
ピ
エ
ロ
の
グ

ッ
チ
の
シ
ョ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

人
気
イ
ベ
ン
ト
「
お
笑
い
ス
テ
ー

ジ
」
は
椿
鬼
奴
と
キ
ン
グ
オ
ブ
コ
メ

デ
ィ
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
掛
け

た
来
場
者
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
横
丁
に
は
、
六
ヶ
所
の

野
菜
、
海
産
物
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス

か
ら
、
子
ど
も
向
け
に
科
学
実
験
を

体
験
さ
せ
る
ブ
ー
ス
な
ど
、
26
の
多

種
多
様
の
ブ
ー
ス
が
立
ち
並
び
ま
し

た
。

　

中
に
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

村
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
か
味
わ
え
な

い
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
う
ど

ん
や
そ
ば
目
当
て
に
訪
れ
る
人
も
。

見
て
、
食
べ
て
、

遊
ん
で
。
来
場

者
は
ま
つ
り
を

存
分
に
楽
し
ん

だ
様
子
で
し
た
。

　会場では、本部など３カ所に東日本大震災の義援金箱を設置しました。
　来場者の皆さんからは 94,103 円が、戸鎖前田水利組合からは『戸鎖そば』
の売り上げの一部 37,800 円が義援金として寄せられました。
　合計 131,703 円の義援金は日本赤十字社六ヶ所分区を通じて被災者へおくら
れます。ご協力ありがとうございました。

来場者の皆さんの善意、被災地へ

1_「ピエロのグッチ」ショーで、風船を使ったマジックに
驚く子ども　2_ オープニングで、伸びやかな歌声を響かせ
た丹波綾香さん　3_ 散り始めたソメイヨシノに変わり、三
分咲きの八重桜が会場を彩った　4_ 真剣な表情で、射的に
挑む子ども（村商工会のブース）　5_26 のブースが立ち並
んだ「たのしむべ！ふれあい・味わい横丁」には、一日中
多くの来場者がつめかけた　6_「そろそろリーチかな？」
ワクワクしながら、ビンゴのカードをチェック（ビンゴ大会）
7_ あこがれの白バイに乗って、ピースサイン（白バイ広報）
8_ フェスティバルといえばコレ！泊沖でとれたあんこうを
使った鍋が 400 人に無料でふるまわれた　9_ 人工イクラを
作る実験に挑戦（東北大学のブース）

1

2

3

4

5

6

789
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六ヶ所トピックス

チームワークと安定力発揮
ＯＢＣが王杯争奪野球大会制す

　第 21 回王杯争奪野球大会が 5 月 15 日、大石総合運動公園
で開催されました。
　大会には、泊スポーツ少年団、尾駮ベースボールクラブスポ
ーツ少年団、千歳平スポーツ少年団、六ヶ所南スポーツ少年団
の４チームが参加し、トーナメント形式で試合が行われました。
　大会を制したのは、尾駮ベースボールクラブスポーツ少年団。
初戦から決勝戦まで投打がかみ合う好プレーを見せ、チーム一
丸となり安定した力を発揮。昨年度の雪辱を晴らし、見事優勝
を勝ち取りました。

（結果は次のとおり）優勝　尾駮ベースボールクラブスポーツ
少年団（ＯＢＣ）▶準優勝　泊スポーツ少年団▶３位　六ヶ所
南スポーツ少年団優勝を決めた尾駮ベースボールクラブスポーツ少年団

潤い、安らぎ与える場に
ロータリークラブと一中生が桜を植樹

　六ヶ所ロータリークラブ（葛西徹也会長）と六ヶ所第一中学
校の生徒が 4 月 28 日、尾駮レイクタウンの緑道にオオヤマザ
クラ 30 本を植樹しました。
　場所は、第一中学校のグラウンドと日本原燃社宅の間にある
200㍍ほどの緑道。ロータリークラブの会員と一中の２年生生
徒が 1 組になって、1 本ずつ桜を植えました。2 年 1 組の川畑
隼人くんは「自分が植えた桜をこれから見守っていきたい」と
話していました。
　今回の植樹は、六ヶ所ロータリークラブの 15 周年記念事業
として行われました。葛西会長は「地域に潤いと安らぎ、そし
て元気を与える憩いの場となってほしい。桜、一中の生徒とも
すくすく育ってほしいと願いを込めました」と話していました。植樹をするロータリークラブ会員と生徒たち

４チームが熱戦繰り広げる
たのしむべ！ミニバス競技会開催

　たのしむべフェスティバル記念第３回六ヶ所村スポーツ少年
団ミニバスケットボール競技会が５月 15 日、大石総合体育館
で開催され、本村の尾駮ミニバスケットボールスポーツ少年団、
千歳平ミニバスケットボールスポーツ少年団の２チームと、十
和田東女子、横浜の２チームが熱戦を繰り広げました。
　初戦のカードは、尾駮―十和田東、千歳平―横浜。どちらも
手に汗にぎる接戦でしたが、わずかに及ばず、村勢は敗れてし
まいました。今回の悔しさをバネに、村勢両チームのこれから
の飛躍に期待です。

（結果は次のとおり）優勝　十和田東女子ミニバスケットボー
ルスポーツ少年団▶準優勝　横浜スポーツ少年団▶３位　尾駮
ミニバスケットボールスポーツ少年団選手宣誓をする尾駮スポ少の森胡桃さん

Rokkasho Topics

高齢者と同じ目線大切に
髙田さんに交通安全シルバー先生委嘱

　『青森県交通安全シルバー先生』の委嘱状交付式が 5 月 6 日、
野辺地警察署で行われ、髙田孝徳さん（= 鷹架字前田）が委嘱
を受けました。
　高齢者の交通事故防止を目的に、高齢者の目線に立った交通
安全指導を行うシルバー先生。野辺地警察署管内（野辺地町、
横浜町、六ヶ所村）では、髙田さんのほか 3 人に委嘱されました。
今後１年間にわたり、交通安全教室や敬老会などの場で、より
身近な交通安全の啓発活動を行っていきます。
　髙田さんは「高齢者は夕暮れ時から夜にかけての時間帯に、
道路横断などで事故に遭うケースが多い。反射板の着用や運転
者に目立つ服装を心がけるなど、高齢者と同じ目線で注意を呼
びかけていきたい。小さな集まりでもぜひ呼んでほしい」と話
していました。

桜の名所、憩いの場に
市柳総合公園で鹿六会植樹祭

『第 18 回鹿六会植樹祭』が 4 月 26 日、市柳総合公園で行わ
れ、同会員と村内関係者など約 50 人がオオヤマザクラ 15 本
の植樹を行いました。

附田義美会長は式典で「市柳総合公園も桜の名所にしたい。
今後も地域協力の思いを込めてやっていきたい」とあいさつ。
古川健治村長は「毎年、植樹いただいた桜が咲くのが待ち遠し
い。今後とも緑豊かなまちづくりに尽力を賜りたい」と祝辞を
述べました。

同植樹祭は、村内企業と誘致企業で構成される鹿六会（現
在 28 社）の主催により毎年実施されています。これまで大石
総合運動公園など村内８カ所に植樹をしており、本年度分を合
わせ 456 本になりました。

多年にわたる功績認められ
貝塚さんが法務省人権擁護局長表彰

　六ヶ所村人権擁護委員の貝塚恵子さんが 5 月 12 日、法務省
人権擁護局長表彰を受けました。同日開かれた、十和田人権擁
護委員協議会総会の席上で松村睦夫十和田人権擁護委員協議会
会長から貝塚さんに表彰状が手渡されました。
　今回の表彰は、多年人権擁護委員として、国民の人権擁護と
人権思想の普及高揚に貢献された功績によるもの。貝塚さんは、
平成 18 年 1 月から村の人権擁護委員として、人権に関する啓
発活動や相談などの活動を続けてきました。
　貝塚さんは表彰に際し「今後も人権に関するトラブルが少な
くなるよう助言などをしていきたい。困ったことがあったら、
相談会などの場だけでなく、道で会ったときでも気軽に相談し
てほしい」と話していました。表彰を受ける貝塚さん（左） 植樹をする出席者たち

交通安全シルバー先生の委嘱を受けた髙田さん
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北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
六

ヶ
所
消
防
署
員
６
人
が
、
３
月

11
日
の
震
災
後
、
緊
急
消
防
援

助
隊
青
森
県
隊
の
隊
員
と
し
て

岩
手
県
久
慈
市
と
野
田
村
で
人

命
捜
索
に
あ
た
り
ま
し
た
。

（
代
表
で
同
組
合
第
一
次
隊
長
と
し

て
捜
索
に
あ
た
っ
た
木
村
政
樹
消

防
司
令
補
に
話
を
聞
き
ま
し
た
）

　

派
遣
さ
れ
る
現
地
の
状
況
も

把
握
で
き
な
い
ま
ま
、
13
日
の

午
後
10
時
過
ぎ
に
六
ヶ
所
村
を

出
発
し
ま
し
た
。
十
和
田
の
消

防
署
員
と
合
流
し
て
、
久
慈
市

に
着
い
た
の
は
早
朝
。
間
も
な

く
海
岸
近
く
の
港
付
近
で
捜
索

を
始
め
ま
し
た
。

　

３
日
間
１
５
０
人
体
制
で
ロ

ー
ラ
ー
作
戦
に
よ
り
捜
索
を
行

い
ま
し
た
。
村
で
人
命
捜
索
を

す
る
と
き
の
気
持
ち
と
同
じ
で

「
家
族
の
元
に
早
く
返
し
て
あ

げ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
捜

索
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
一
人

も
救
助
で
き
ず
関
係
者
家
族
に

申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

　

捜
索
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
防
災
意
識
の
重
要
性
。

地
震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た

ら
、
私
た
ち
消
防
の
呼
び
か
け

を
素
直
に
聞
き
避
難
し
て
ほ
し

い
。
本
格
的
な
救
援
活
動
が
始

ま
る
ま
で
の
３
日
間
の
食
糧
も

必
需
品
で
す
。

（
以
下
、
派
遣
署
員
の
コ
メ
ン

ト
で
す
）

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
情
報
で
あ
る

程
度
想
像
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
自
分
の
目
で
現
場

を
見
た
時
は
想
像
を
絶
す
る
光

景
で
し
た
。
他
消
防
本
部
な
ど

と
で
き
る
限
り
の
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
六
ヶ
所
村
で
同

じ
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
対
処
法
な
ど
再
度
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
経
験
で
準
備
や
活

動
内
容
な
ど
不
安
が
あ
り
ま
し

た
が
、一
緒
に
活
動
し
た
仲
間
、

後
方
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
消

防
本
部
３
人
の
お
か
げ
で
事
故

無
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

緊
急
消
防
援
助
隊
青
森
県
隊

一
次
隊
と
し
て
被
災
現
場
に
行

き
ま
し
た
。
消
火
班
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
ど
う
い
う
活

動
を
す
る
の
か
正
直
不
安
で
し

た
。
現
場
で
は
捜
索
活
動
が
メ

イ
ン
で
し
た
が
、
緊
急
消
防
援

助
隊
と
し
て
の
活
動
、
他
消
防

本
部
と
の
連
携
な
ど
勉
強
に
な

る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
消
防

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
の

派
遣
と
し
て
は
、
自
分
自
身
今

回
が
初
め
て
で
、
い
ろ
い
ろ
準

備
不
足
な
面
が
あ
り
ま
し
た
。

自
己
完
結
型
を
念
頭
に
お
き
、

食
料
や
資
機
材
な
ど
準
備
し
ま

し
た
が
、
本
部
と
の
連
絡
面
が

う
ま
く
噛
み
合
わ
ず
、
重
複
し

た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
活
動

そ
の
も
の
に
支
障
は
出
な
い
の

で
す
が
、
北
部
上
北
広
域
事
務

組
合
の
一
員
と
し
て
連
絡
の
調

整
な
ど
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

現
地
で
の
捜
索
活
動
を
終
え

帰
宅
後
、
風
呂
か
ら
出
て
や
っ

と
緊
張
感
が
と
れ
た
よ
う
な
感

じ
が
し
ま
し
た
。

　

大
津
波
に
襲
わ
れ
た
現
場
で

は
、
が
れ
き
の
山
・
余
震
・
津
波

の
恐
怖
の
中
、
が
れ
き
や
泥
を
か

き
分
け
ま
し
た
が
、
生
存
者
の
発

見
・
救
出
に
は
な
ら
ず
、
た
だ
無

念
さ
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
今
後
の
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
役
場
で
は
３
人
の
職
員
を

宮
古
市
へ
派
遣

　

村
は
、
田
中
諭
原
子
力
対
策

課
総
括
課
長
補
佐
、
織
笠
拓
也

建
設
課
主
査
、
尾
ヶ
瀬
順
企
画

調
整
課
主
査
を
５
月
10
日
～
13

日
、
岩
手
県
宮
古
市
に
災
害
支

援
の
た
め
派
遣
し
ま
し
た
。

　

３
人
は
、
青
森
県
、
十
和
田

市
の
職
員
と
と
も
に
、
同
市
新

里
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

支
援
物
資
の
仕
分
け
や
物
資
輸

送
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
み
込
み
作

業
な
ど
に
従
事
。
ま
た
、
業
務

の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
久
慈
市
田

老
地
区
、
山
田
町
、
大
槌
町
を

視
察
し
ま
し
た
。

（
以
下
、
派
遣
職
員
の
コ
メ
ン
ト

で
す
）

　

宮
古
市
田
老
地
区
で
は
、
津

波
の
威
力
を
目
の
当
た
り
に

し
、改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
三
陸
津
波
を
教
訓
に
し

整
備
さ
れ
た
防
潮
堤
。
津
波
が

来
て
も
防
い
で
く
れ
る
と
い
う

過
信
が
、
対
応
遅
れ
と
な
っ
た

と
も
聞
き
ま
し
た
。

　

村
、
そ
し
て
特
に
泊
地
区
は
、

海
岸
沿
い
に
た
く
さ
ん
の
人
が

住
ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
経
験
値

で
判
断
せ
ず
「
何
が
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
意
識
を
常
に
も

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
で
配
布
し
て
い
る
津
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
災
害
時
の
避

難
経
路
を
定
期
的
に
確
認
し
、

津
波
な
ら「
と
に
か
く
高
台
へ
」

す
ば
や
く
避
難
す
る
。
今
回
の

経
験
を
経
て
、
よ
り
強
く
気
持

ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

六
ヶ
所
村
に
も
同
じ
よ
う
な

津
波
が
来
た
ら
、
自
分
の
身
さ

え
守
る
の
も
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
被
災
地
を
見
て
茫
然
と

し
ま
し
た
。

　

被
災
地
か
ら
村
へ
帰
っ
て
く

る
と
い
つ
も
通
り
の
風
景
が
あ

り
ま
し
た
。
六
ヶ
所
で
普
通
の

生
活
が
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
２
カ
月
経
っ
た
５

月
11
日
、
宮
古
市
の
防
災
無
線

で
市
長
が
「
復
興
に
向
け
て
、

体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
直
接
呼
び
か
け
ま
し

た
。
市
長
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
、
私
た
ち
も
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
、
少
し
の
不
安
を
抱
え
な

が
ら
行
き
ま
し
た
。

　

行
く
前
は
被
災
地
の
こ
と
を

身
近
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
目
で

実
際
に
見
て
、
六
ヶ
所
で
も
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
自
分
た

ち
の
問
題
で
も
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

　

津
波
を
も
ろ
に
受
け
た
大
槌

町
の
役
場
の
時
計
は
３
時
30
分

で
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
同
町

で
は
、
町
長
を
は
じ
め
職
員
が

多
数
亡
く
な
り
ま
し
た
。
地
震

が
起
き
て
か
ら
30
分
あ
ま
り
。

時
計
を
見
て
、
初
動
体
制
の
重

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

広
が
る
、
つ
な
が
る

支
援
の
輪

　

六
ヶ
所
村
商
工
会
員
と
同
商

工
会
青
年
部
員
19
人
が
４
月
28

日
に
宮
城
県
石
巻
市
、
29
日
に

女
川
町
へ
衣
類
・
食
糧
品
な
ど

の
支
援
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

　

商
工
会
で
は
、
会
員
や
村
内

の
各
種
団
体
か
ら
支
援
物
資
や

義
援
金
を
募
り
、
今
回
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
女
川
町
で
は
バ
ラ
焼
き
ド
ッ

ク
の
炊
き
出
し
も
行
っ
た
ほ
か
、

子
ど
も
向
け
に
射
的
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

　

自
身
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
上
長
根
浅
吉
村
商
工
会

長
は
「
被
災
者
の
皆
さ
ん
は
支

援
に
対
し
大
変
感
謝
し
て
く
れ

た
。
今
回
協
力
し
て
く
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

【
日
本
赤
十
字
社
六
ヶ
所
村
分

区
義
援
金
受
け
付
け
分
（
４
月

13
日
～
５
月
17
日
）受
付
日
順
：

敬
称
略
】

老
部
川
町
内
会
４
万
２
千

円
（
合
計
）
▼
笹
崎
自
治

会
１
万
４
千
円
▼
岡
山
企

業
グ
ル
ー
プ
従
業
員
一
同

30
万
２
６
０
４
円
▼
泊
婦
人
会

２
万
円
▼
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼
稚

園
４
万
２
４
７
０
円
▼
消
防
会

20
万
円
▼
六
ヶ
所
村
役
場
50
万

円
▼
葛
西
満
永
１
万
円
▼
葛
西

ナ
ツ
エ
１
万
円
▼
葛
西
隆
康

１
万
円

【
日
本
赤
十
字
社
へ
直
接
送
金
】

と
ま
り
カ
モ
メ
ス
タ
ン
プ
協
同

組
合
17
万
８
１
０
３
円

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
者
の
皆
さ
ま
へ

と
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
日
赤
六
ヶ
所
村
分
区
は
引
き

続
き
、
個
人
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
今
後
と
も
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

内
線
１
４
９

◀宮古市田老地区。太平洋を左手に、総延長 2.4㌔、高さ
10㍍の「田老万里の長城」と称される防潮堤の上から地区
内を撮影。防潮堤があるからと油断して逃げ遅れる人もい
たという（5月 12 日尾ヶ瀬順撮影）

射的コーナーは被災地でも大人気でした

木村政樹消防司令補
３月 13日～ 16 日、久慈市派遣

水戸芳弘
消防司令補

３月 13日～ 16 日
久慈市派遣

中村　哲
消防司令補

３月 13日～ 16 日
久慈市派遣

小泉光生
消防司令補

３月 13日～ 16 日
久慈市派遣

山崎輝樹
消防司令補

３月 13日～ 16 日
久慈市派遣

佐藤　貢
消防司令補

３月 16日～ 21 日
野田村派遣

田中　諭
原子力対策課
総括課長補佐

織笠拓也
建設課
主査

尾ヶ瀬順
企画調整課
主査

㊤被災した久慈市の惨
状。奥に海が見える。
流れてきた家が重なり
合っている
㊨倒壊した家屋で、ガ
レキをかき分けながら
捜索にあたった佐藤消
防司令補（左）（野田村）

被災地への派遣報
告。Voice

東日本大震災後、
六ヶ所消防署の署

員６人が人命捜索
に、

六ヶ所村職員３人
が被災地支援に派

遣されました。

　派遣職員たちの
コメントを紹介し

ます。

輸送トラックへ物資を積み込む職員たち
（左手前の２人）
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防災無線の
電池交換は
定期的に。
防災無線は電池交換が必要です

赤ランプの点滅と

アラーム音は、

電池交換の

合図です

このたびの東日本大震災により、東北電力管内に
おける太平洋側の火力発電所などに甚大な被害が発生
し、今後予想される電力需要に対して、約 15％程度
の供給力不足（ほぼ青森県内で消費される電力に相当）
が見込まれています。

お客さまには、これまでも節電にご協力をお願い
しているところでありますが、被災地に対する電力確
保策への支援の観点からも、不要不急の電気機器のご
使用を控えていただくなど、引き続き節電へ一層のご
協力をお願いします。

な お、 東 北 電 力 の ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.
tohoku-epco.co.jp/）に、具体的な節電事例を掲載し
ていますが、以下の節電例なども参考にしていただく

＝

ようお願いします。
　皆さまには大変なご不便をおかけしますが、何とぞ、
ご理解とご協力をお願いします。

■参考
 ・今夏の最大電力需要（想定）　1300 万 kw ～ 1380
万 kw …（A）
 ・現状における夏場の供給力　　1230 万 kw …（B）
 ・電力需要と供給力の過不足（B － A）　70 万 kw ～
　150 万 kw の供給力不足
　なお、昨年のような猛暑となった場合、最大電力需
要がさらに 100 万 kw 程度増加するものと予想して
います。

洗濯機、食洗器
　洗濯、食洗器など通常日
中に行っている家事にタイ
マーなどを活用し、早朝の
時間帯に移行しピークを回
避する。

節電効果

約▲１％

冷 蔵 庫
　庫内温度の設定を「強→
中」もしくは「中→低」に
一段階設定を下げる。 また、
食品をあまり詰め込まない。

節電効果

約▲１％

エアコン
　冷房する場合でも部屋を
限定し、ドアを確実に閉め、
28℃に維持する。フィルタ
ーもこまめに清掃する。

節電効果

約▲2％

電気ポット、炊飯器、
ＴＶなど

　電気ポット、炊飯器などの
保温、温水洗浄便座の便座暖房、
などを停止する。またテレビを
見ないときは主電源を停止し、
待機電力を削減する。

節電効果

約▲１％

＋
＋

節電効果

約▲１5％

エアコン
　室内に直射日光が入らな
いよう、よしずを窓の外に
取付けるなど対策し、扇風
機を使用いただくなど極力
停止する。

節電効果

約▲１0％

家庭での
主な

節電例

東北電力から皆さまへ

「節電」に対するお願いについて

＋＋

　災害情報や村からのお知らせを受信する『防災行政用無線』（防
災無線）は、平成 12 年から村内の各家庭に設置されています。
　防災無線は停電時でも情報を受信できますが、内蔵の電池が切れ
てしまうと、緊急時などに必要な情報を受信することができません。
　ご家庭の防災無線の電源ランプが赤く点滅していないか、定期的
に点検しましょう。

■ランプ点滅、アラーム音が交換の合図
　電池の電圧が低下すると、電源ランプが赤く点滅し「ピッピッピッ
…」というアラーム音が 1.5 秒間鳴ります。これが交換時期の合図
です。速やかに電池を交換しましょう。
　電池は単１、単２、単３型のいずれも使用できますが、同型・同
種の乾電池を４本使用してください。
　新旧の混用、異種電池、サイズの異なる乾電池の使用は避けてく
ださい。
　
■電池交換の目安
　防災無線は停電時に、内蔵電池に自動的に切り替わります。駆動
時間は、連続受信５分、待ち受け 55 分の状態で単２乾電池を４本
使用した場合、20 時間以上（単１は 50 時間以上、単３は 6 時間以上。
いずれもカタログ値）です。
　乾電池は通常時でも消耗しています。１年を目安に新しいものに
取り替えてください。期限を越えて使用すると、液漏れが生じ機器
を破損する原因ともなります。
　また、長時間の停電に備えて、予備の乾電池を準備することも忘
れずに。

問建設課　☎ 0175（72）2111　内線 315

Step １
本体に向かって左横
のスイッチを「切」
にし、電源が切れた

（電源ランプが消え
た）ことを確認する

Step ２
電池ぶたを指で押し
て、手前にスライド
させ、電池を取り出
す（ふたは外れませ
ん）

Step ３
電池の取り付け部分
に表示されてある㊉
㊀の印どおりに電池
を取り付ける

Step ４
新しい電池を取り付
けたら、電池ぶたを
元通りにはめ込む

Step ５
元の場所に取り付け
電源スイッチを「入」
にする。正面の「電
源」ランプが緑色に
光っていれば良い

▼　

電
池
交
換
の
手
順

▼

▼

▼

▼

　村は４月、緊急情報を国から住民の皆さんへ瞬時に伝達する『全国瞬時警報システム』（J
ジェイアラート

-ALERT）を整備しました。
　J-ALERT 導入により▶弾道ミサイル攻撃に係る警報▶大規模テロにおける警報▶緊急地震速報▶津波警報▶大津波警報―な
どの情報が防災無線で下記のように放送されます。情報を受け取ったら、速やかな避難または予防措置をしてください。
①弾道ミサイル攻撃に係る警報　サイレン 14 秒吹鳴後▶「ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。当地域に着弾する可能性
があります。屋内に退避し、テレビ・ラジオをつけてください。」×３回
②大規模テロにおける警報　サイレン 14 秒吹鳴後▶「大規模テロ情報。大規模テロ情報。当地域にテロの危険性が及ぶ可能
性があります。屋内に退避し、テレビ・ラジオをつけてください。」×３回
③緊急地震速報　緊急地震速報チャイム音▶「緊急地震速報。大地震です。大地震です。」×３回
④津波警報　消防サイレン５秒吹鳴６秒休止×２回▶「津波警報が発表されました。海岸付近の方は高台に避難してください。」
×３回
⑤大津波警報　消防サイレン３秒吹鳴２秒休止×３回▶「大津波警報が発表されました。海岸付近の方は高台に避難してくだ
さい」×３回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問原子力対策課　☎ 0175（72）2111　内線 333

緊急情報を知らせる J-ALERT（全国瞬時警報システム） ＊告知放送でもお知らせしています
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国際交流International Exchange　交番だより Safety Information

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。
こ

ん
に
ち
は
！

　

韓
国
の
ソ
ウ
ル
か
ら
来
ま

し
た
国
際
交
流
員
チ
ョ
ン
・

サ
ン
ミ
（
鄭
相
美
）
と
申
し

ま
す
。

　

現
在
25
歳
で
、
大
学
で
は

放
射
線
学
と
経
営
学
を
勉
強

し
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
中
学
生
の
こ
ろ

か
ら
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

ず
っ
と
一
人
で
勉
強
し
ま
し

た
。
今
年
か
ら
い
よ
い
よ
国

際
交
流
員
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
生
ま
れ
た
ソ
ウ
ル

は
、
韓
国
の
首
都
で
あ
り
、

昼
間
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
情

熱
的
な
都
市
で
、
夜
に
な
っ

て
も
明
か
り
が
消
え
な
い
華

麗
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
か

ら
離
れ
て
住
む
の
は
初
め
て

で
す
が
、
六
ヶ
所
村
は
私
の

唯
一
の
配
置
希
望
地
域
だ
っ

た
の
で
、
今
こ
こ
に
い
る
の

が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。

韓
国
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き

な
い
魅
力
が
こ
こ
に
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

来
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ

の
街
は
き
れ
い
で
、
出
会
っ

た
方
々
は
す
ご
く
優
し
く
て

親
切
で
す
。
窓
か
ら
見
え
る

景
色
も
美
し
く
、
と
て
も
良

い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
六
ヶ
所
村
で
韓

国
に
関
す
る
全
て
の
業
務
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
か
ら
韓
国
語
講
座

ま
で
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽

し
め
る
時
間
を
用
意
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　

私
と
の
出
会
い
が
皆
さ
ん

の
一
日
の
小
さ
い
楽
し
み
に

な
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
い
つ
で
も
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。　

　

韓
国
襄
陽
郡
派
遣
公
務
員

の
藤
谷
で
す
。

　

今
日
は
５
月
16
日
、
韓
国

に
派
遣
さ
れ
て
か
ら
既
に
１

カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

　

先
週
の
土
曜
日
に
は
日
本

か
ら
妻
と
娘
が
来
韓
し
、
い

ま
さ
ら
な
が
ら
家
族
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
毎
月
、
韓
国
で

の
生
活
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、
４
月
13
日

～
22
日
に
ソ
ウ
ル
市
内
に
て

行
わ
れ
た
『
Ｋ
２
Ｈ
プ
ロ
グ

ラ
ム
』
の
事
前
研
修
に
参
加

し
て
、
私
自
身
が
感
じ
た
こ

と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
Ｋ
２
Ｈ
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

と
は
、
韓
国
の
全
国
市
道
知

事
協
議
会
が
世
界
各
国
の
自

治
体
間
に
お
け
る
国
際
交
流

協
力
お
よ
び
友
好
増
進
を
図

る
べ
く
、
海
外
の
地
方
公
務

員
を
招
き
、
韓
国
の
自
治
体

で
一
定
期
間
研
修
を
行
う
も

の
で
す
。

　

今
回
は
そ
の
事
前
研
修
に

▼
日
本
▼
中
国
▼
モ
ン
ゴ
ル

▼
カ
ン
ボ
ジ
ア
▼
フ
ィ
リ
ピ

ン
▼
ベ
ト
ナ
ム
―
な
ど
か
ら

約
40
人
の
地
方
公
務
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
▼
韓
国
の
地
方

行
政
と
地
方
自
治
制
度
▼
韓

国
の
歴
史
・
文
化
▼
産
業
視

察
▼
歴
史
・
文
化
遺
跡
視
察

▼
韓
国
文
化
体
験
―
な
ど
多

く
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
の
公
務
員
の

方
々
と
過
ご
し
た
10
日
間
は

と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
特
に
強

く
感
じ
た
の
は
、「
語
学
力
」

と
「
自
己
主
張
と
協
調
性
」

の
必
要
性
で
す
。

　
「
語
学
力
」
の
語
学
と
は
、

韓
国
語
で
は
な
く
英
語
の
こ

と
で
す
。
韓
国
語
が
全
く
分

か
ら
な
く
て
も
、
英
語
が
あ

る
程
度
話
せ
れ
ば
ホ
テ
ル
や

買
い
物
で
こ
ち
ら
の
要
望
を

伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
し
、

各
国
の
地
方
公
務
員
の
方
々

と
も
会
話
が
で
き
ま
す
。

　
「
自
己
主
張
と
協
調
性
」

は
、
国
民
性
に
も
関
係
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本

人
は
周
り
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

気
に
す
る
の
に
対
し
て
、
そ

れ
以
外
の
国
の
方
々
は
と
に

か
く
自
己
主
張
が
強
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

体
験
活
動
で
は
「
自
分
が

「アンニョンハセヨ。こんにちは！」
韓国国際交流員が着任しました

一
番
最
初
に
や
り
た
い
」、

「
写
真
は
前
列
の
真
ん
中
が

い
い
」な
ど
と
て
も
積
極
的
。

日
本
人
か
ら
見
れ
ば
わ
が
ま

ま
で
協
調
性
が
な
い
よ
う
に

見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
国
際
社
会
に
お

い
て
は
こ
の
自
己
主
張
が
な

け
れ
ば
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン

ス
も
逃
し
て
し
ま
う
の
か
も

し
れ
な
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
協
調
性
の
高
さ

は
国
際
的
に
と
て
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
己

主
張
も
同
時
に
高
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

試
験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
験
手
続
、
そ
の
他
の
問

い
合
わ
せ
先

青
森
県
警
察
本
部
警
務
課
採

用
係

☎
０
１
７
（
７
２
３
）
４
２
１
１

（
内
線
２
６
６
３
～
２
６
６
６
）

ま
た
は
県
内
各
警
察
署

　

春
に
な

る
と
各
地

の
山
々
は
、

山
菜
採
り

の
入
山
者

で
賑
わ
い

ま
す
が
、

毎
年
、遭
難
が
後
を
絶
た
ず
、

中
に
は
尊
い
命
を
失
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

●
タ
ケ
ノ
コ
採
り
の
遭
難
が

多
発

　

山
菜
採
り
で
最
も
遭
難
が

多
い
の
は
タ
ケ
ノ
コ
採
り
で

す
。
昨
年
の
遭
難
者
29
人
中
20

人
と
全
体
の
約
70
パ
ー
セ
ン
ト

が
タ
ケ
ノ
コ
採
り
で
し
た

●
高
齢
者
の
遭
難
が
多
発

　

遭
難
者
29
人
中
19
人
が
60

歳
以
上
の
人
で
、
全
体
の
約

66
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す

●
遭
難
の
原
因
は「
道
迷
い
」

が
圧
倒
的

　

遭
難
者
29
人
中
19
人
と
全

体
の
約
66
パ
ー
セ
ン
ト
が「
道

迷
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す

●
山
に
出
か
け
る
前
に

 

・
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で

出
か
け
る

 

・
家
族
な
ど
に
行
き
先
や
帰

宅
予
定
時
間
を
知
ら
せ
る

 

・
万
一
に
備
え
、
水
・
食
料
、

ラ
イ
タ
ー
、
雨
具
、
コ
ン
パ

ス
、
携
帯
電
話
な
ど
を
持
つ

 

・
体
調
の
悪
い
と
き
や
悪
天

候
の
と
き
は
、
絶
対
に
無
理

を
し
な
い

●
山
に
入
る
と
き
、
山
に

入
っ
た
ら

 

・
集
合
場
所
の
目
印
と
な
る

大
木
、
木
な
ど
に
ラ
ジ
オ
を

固
定
し
活
用
す
る
な
ど
、
目

標
物
を
定
め
る

 

・
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い

位
置
を
確
認
す
る

 

・
急
斜
面
や
崖
な
ど
、
危
険

な
場
所
は
避
け
る

 

・
集
合
時
間
を
必
ず
守
り
、

早
め
の
下
山
を
心
が
け
る

●
万
一
、
迷
っ
た
ら

 

・
日
没
後
は
歩
き
回
ら
ず
救

助
隊
を
待
つ

 

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞

こ
え
た
ら
、
見
通
し
の
よ
い

場
所
で
タ
オ
ル
な
ど
を
振
っ

て
合
図
す
る

●
青
森
県
の
万
引
き
の
発
生

状
況

　

昨
年
中
の
青
森
県
内
に

お
け
る
万
引
き
認
知
件
数
・

検
挙
人
員
は
、
と
も
に
前

年
に
比
べ
て
増
加
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
成
人
に

よ
る
万
引
き
は
検
挙
人
員

の
約
７
割
を
占
め
、
60
歳

以
上
が
全
体
の
約
４
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
口
１
千
人
当
た
り
に
占

め
る
検
挙
人
員
は
、
東
北

６
県
中
ワ
ー
ス
ト
１
位
で

あ
り
、
規
範
意
識
の
低
さ

が
う
か
が
わ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
万
引
き
と
は

　

万
引
き
は
「
窃
盗
」
で
あ

り
、
10
年
以
下
の
懲
役
ま
た

② 4 月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年

前年比
4 月中 累計 累計

10 95 90 ＋ 5

① 4 月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比4 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

3 0 4 9 2 14 5 0 7 4 2 7

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日

万
引
き
は
犯
罪
で
す

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
見
逃

さ
な
い

山
菜
採
り
の

遭
難
を
防
止
し
よ
う

　

青
森
県
人
事
委
員
会
と
青

森
県
警
察
本
部
は
、
警
察
官

Ａ
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

採
用
予
定
人
員
、
受
験
資

格
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
付
期
間　

５
月
30
日
月

～ 

６
月
24
日
金

■
第
一
次
試
験 

７
月
10
日
日

■
試
験
場
所　

青
森
市

■
試
験
種
別（
採
用
予
定
人
員
）

警
察
官
Ａ　

男
女
（
未
定
）

■
受
験
資
格　

昭
和
54
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）

を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成

24
年
３
月
31
日
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

　

な
お
、警
察
官
Ａ
（
男
性
）

だ
け
、
警
視
庁
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
神
奈
川
県
お
よ
び

静
岡
県
の
警
察
官
を
志
望
す

る
人
も
同
時
に
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
受
験
資
格

は
志
望
す
る
都
県
に
よ
っ
て

異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

都
県
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。）。

　

ま
た
、
受
験
資
格
な
ど
は

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

警察官Ａ（大卒）を募集
来たれ！ 若き力 正義の心

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。 

　

万
引
き
は
軽
い
気
持
ち
で

手
を
染
め
て
し
ま
う
犯
罪
で

あ
り
、
こ
れ
を
安
易
に
見
過

ご
す
こ
と
は
行
為
者
の
規
範

意
識
低
下
を
招
き
、
再
犯
や

よ
り
悪
質
重
大
な
犯
罪
に
手

を
染
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
「
し
な
い
」
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、「
さ
せ
な
い
・
見
逃

さ
な
い
」
た
め
の
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

＊国際交流関係の事業は 14 ページのインフォメーションに掲載しています。

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

㊤ヤンヤン郡での辞
令交付式　㊧ K2H プ
ログラムの参加者た
ちと（全羅北道全州
市で。後列中央が私）
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　健康 Health 　医療Medical

護
師
が
最
初
に
患
者
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
す
。
そ
こ
で

の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
（
体

温
、
脈
拍
、
血
圧
な
ど
）
の

測
定
は
緊
急
度
の
評
価
や
治

療
、
看
護
ケ
ア
の
重
要
な
指

標
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
ど

の
よ
う
な
不
安
を
も
ち
受
診

さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
情
報

が
医
師
の
診
察
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
外
来
で
は
と

て
も
重
要
な
場

所
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
遠
慮
な

さ
ら
ず
に
気
持

ち
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。（
時

間
が
な
く
て
充
分
に
伺
え
な

い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
）

　

入
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
と

お
話
す
る
と
、
今
ま
で
知
り

得
な
か
っ
た
生
活
や
ご
苦
労

に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
今
ま

で
い
ろ
い
ろ
な
患
者
さ
ん
と

の
出
会
い
が
あ
り
、
学
び
が

あ
っ
て
私
た
ち
看
護
師
一
人

一
人
が
そ
れ
を
糧
と
し
て
看

護
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

患者さんとの出会いを学びに
より親しまれる診療所を目指して

　

本
年
度
、
看
護
師
部
門
を

皮
切
り
に
、
診
療
所
ス
タ
ッ

フ
も
先
生
方
と
共
に
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ま
と

よ
り
親
し
く
な
れ
た
ら
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
や

２
カ
月
が
過
ぎ
、
被
災
地
へ

向
け
て
何
が
で
き
る
の
か
と

思
い
を
巡
ら
せ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

当
診
療
所
で
は
定
期
点
検

の
た
め
の
停
電
は
年
１
回
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
、

突
然
し
か
も
長
時
間
に
お
よ

ぶ
停
電
に
は
戸
惑
う
ば
か
り

で
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

病
棟
再
開
を
機
に

看
護
師
の
勤
務
体
制
を
改
善

　

さ
て
、
尾
駮
診
療
所
で
は

昨
年
病
棟
が
再
開
さ
れ
、
地

元
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
再
開

を
機
に
看
護
面
で
前
進
し
た

い
と
考
え
、
看
護
師
の
勤
務

体
制
を
改
善
し
ま
し
た
。
以

前
は
患
者
さ
ん
の
安
全
を
守

る
と
い
う
観
点
で
ほ
ぼ
全
面

的
に
付
き
添
い
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
当
診
療
所

の
特
徴
で
あ
る
救
急
車
搬
入

が
多
い
こ
と
に
よ
り
、休
日
、

夜
間
は
や
む
を
得
ず
ご
家
族

の
付
き
添
い
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

と
ご
家
族
が
手
を
つ
な
い
で

い
く
こ
と
で
患
者
さ
ん
の
回

復
へ
の
力
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

外
来
で
は

遠
慮
な
く
お
話
を
聞
か
せ
て

　

外
来
で
は
診
察
前
に
、
看

尾駮診療所　看護師長

吉田 京子 

　

業
務
が
忙
し
い
と
き
に
は

つ
い
足
早
に
な
る
時
も
あ
り

ま
す
が
、
気
軽
に
呼
び
止
め

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
は
医
師
に

相
談
し
た
り
調
べ
た
り
し
、

迅
速
、
的
確
に
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
で
は
、
法
定
外

予
防
接
種
の
う
ち
、
左
記
の

予
防
接
種
を
基
本
的
に
無
料

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

対
象
者
に
は
個
別
通
知
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
の
効
果
や
副
反
応
、

同
時
接
種
な
ど
に
つ
い
て
記

載
し
た
説
明
書
を
読
み
、
納

得
し
た
上
で
接
種
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
効
果　

重
篤
化
が
心
配
な

細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
を
予
防

す
る

■
対
象　

２
カ
月
齢
～
５
歳

未
満
（
個
別
通
知
を
受
け
た

人
は
、
平
成
23
年
度
内
に
限

り
５
歳
に
達
し
て
い
て
も
無

料
で
接
種
で
き
ま
す
。）

※
中
学
校
１
～
３
年
生
女
子

を
対
象
に
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
事
業
を
実
施
す
る

予
定
で
し
た
が
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
全
国
的

に
不
足
し
て
お
り
、
対
応
が

遅
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

不
足
が
解
消
し
た
後
に
対
象

者
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

　

大
切
な
人
を
自
死
で
失
う

の
は
、
と
て
も
つ
ら
い
こ
と

で
す
。
つ
ら
い
気
持
ち
を
誰

に
も
話
せ
な
か
っ
た
り
、
自

分
自
身
を
責
め
続
け
た
り
し

て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
つ
ど
い
」
は
、
大
切
な

人
を
亡
く
し
た
同
じ
思
い
を

抱
え
て
い
る
人
が
集
ま
り
、

自
分
の
体
験
や
思
い
を
心
お

き
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
に
話

せ
る
安
心
な
場
所
で
す
。

■
日
時　

６
月
４
日
土

午
後
１
時
半
～
３
時
半

■
場
所

県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
４
階

■
対
象　

自
死
で
ご
家
族
・

友
人
、
恋
人
な
ど
大
切
な
人

を
亡
く
し
た
人

　

妊
娠
し
て

い
る
人
が
対

象
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
内
容

 

・
妊
娠
中
の
か
ら
だ
に
つ
い

て
知
ろ
う

 

・
母
乳
栄
養
に
つ
い
て
知
ろ

う

 

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
み
よ
う

■
日
時　

６
月
23
日
木

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

■
場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階

■
持
ち
物

母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
期
限

実
施
日
の
４
日
前
ま
で

■
申
込
み
先　

健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

大
切
な
人
を
亡
く
し
た
あ

な
た
へ

ヒブワクチン、小児肺炎球菌ワクチン
接種事業のお知らせ

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
4 月 26日の３歳児健診で
虫歯のなかった子どもたち

大間翔太くん

川向慶宗くん

樋口きららちゃん

大関謙二郎くん

橋本朝陽くん

木村泰嘉くん

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

たばこは健康に悪影響を与えます。禁煙はがん、循
環器病などの生活習慣病を予防する上で重要です。

禁煙週間　5 月 31 日～ 6 月 6 日

5 月 31 日は世界禁煙デー

　一生自分の歯で楽しい食事と健康的な生活を目標
に 8020 運動を展開しています。80 歳で 20 本の歯を
残すには、毎日のケアが大切です。
　毎日の歯磨きと定期的な歯科検診で、歯の健康づ
くりを始めてみませんか。

みがこうよ
未来へつながる

じょうぶな歯
6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生週間です

千歳平診療所の
診察医師と

受付・診療時間

曜日 診察医師 受付・診療時間
月 米田喜與志先生

（受付）午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
（診療）午後 2 時開始

火 米田喜與志先生
水 米田喜與志先生

木 第 1・3・5 週は米田喜與志先生
第 2・4 週は尾駮診療所医師

金 野辺地病院勤務医師
（受付）正午～ 1 時
（診療）午後 1 時～ 1 時 30 分

　

所
長
か
ら
勉
強
の
継
続
を

と
励
ま
さ
れ
、
日
々
奮
闘
し

て
い
る
私
た
ち
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し

ま
れ
、
安
心
感
を
も
た
れ
る

看
護
師
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　千歳平診療所の診察医師と受
付・診療時間をお知らせします。
　千歳平診療所では予約診療も
行っています。ご相談ください。

問千歳平診療所　☎ 0175（74）2301

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

医
療

健
康

国
際
交
流
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千
歳
平
第
１
納
税
組
合
（
濱

田
洋
子
組
合
長
代
理
＝
本
年
３

月
31
日
解
散
）
は
３
月
、
地
元

の
学
校
と
保
育
所
へ
計
30
万
円

の
備
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
で
は
解
散
を
機
に
、

積
み
立
て
て
い
た
組
合
費
を
地

元
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役

立
て
た
い
と
話
し
合
い
、
寄
贈

を
決
め
ま
し
た
。

　

千
歳
平
小
学
校
へ
デ
ジ
タ
ル

タ
イ
マ
ー
、
千
歳
中
学
校
へ
デ

ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
、
千

歳
平
保
育
所
へ
発
電
機
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　　

人
権
擁
護
に
関
す
る
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
騒
音
な
ど
の

近
隣
間
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、
子
ど

も
の
い
じ
め
な
ど
、
身
近
な
困

り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ

も
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
14
日
火

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
平
沼
）

問
総
務
課　

橋
本

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
）

　

こ
の
制
度
は
、
六
ヶ
所
村
に

住
所
を
有
す
る
子
ど
も
が
病
院

な
ど
で
診
察
を
受
け
た
場
合
や

薬
局
で
薬
を
受
け
取
っ
た
場
合

に
、
保
険
診
療
の
範
囲
内
で
医

療
費
の
自
己
負
担
額
を
助
成
す

る
制
度
で
す
。（
な
お
、
本
制

度
は
申
請
が
な
い
と
受
給
資
格

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。）

■
助
成
対
象
と
な
る
医
療	

入

院 

・ 

外
来
（
食
事
療
養
費
含
む
）

■
助
成
対
象
外	

保
険
外
診
療

お
よ
び
実
費
分
（
容
器
代
な
ど
）

■
対
象
者　

０
歳
児
～
中
学
校

就
学
終
期

■
助
成
内
容　

病
気
な
ど
の
た

め
、
医
療
機
関
な
ど
で
診
療
を
受

け
た
場
合
に
支
払
う
保
険
診
療
分

の
自
己
負
担
と
食
事
負
担
を
助
成

■
更
新
年
月
日　

子
ど
も
の
誕

生
月

■
受
給
者
証
の
交
付　

発
行

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

鑑
、
口
座
番
号
、
所
得
の
わ
か

る
も
の
、
子
ど
も
の
保
険
証

■
所
得
制
限

扶
養
親
族
の
数（
所
得
制
限
額
）

・
０
人
（
２
３
４
万
２
千
円
）

・
１
人
（
２
７
２
万
２
千
円
）

・
２
人
（
３
１
０
万
２
千
円
）

・
３
人
（
３
４
８
万
２
千
円
）

・
４
人
（
３
８
６
万
２
千
円
）

・
５
人
（
４
２
４
万
２
千
円
）

■
乳
幼
児
医
療
費
資
格
申
請
・

更
新
時
の
手
続
き

　

資
格
証
は
子
ど
も
の
誕
生
月

毎
に
更
新
と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
保
険
証
な
ど
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
や
資
格
証
を
紛

失
し
た
場
合
も
届
け
出
が
必
要

で
す
。

■
乳
幼
児
医
療
費
申
請
時
の
手

続
き

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
窓
口

で
助
成
対
象
分
を
支
払
わ
な
く

て
も
よ
い
現
物
給
付
と
な
り
ま

し
た
。

　

た
だ
し
、
医
療
機
関
な
ど
の

窓
口
で
自
己
負
担
分
を
い
っ
た

ん
支
払
っ
た
場
合
は
、
診
療
を

受
け
た
月
の
翌
日
か
ら
４
カ
月

以
内
に
役
場
福
祉
課
、
泊
・
平

沼
支
所
の
い
ず
れ
か
で
給
付
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
所
得
・
扶
養
状
況
は
毎

年
変
動
し
、
ま
た
毎
年
７
月
以
降

の
申
請
は
新
し
い
所
得
内
容
で
審

査
さ
れ
ま
す
の
で
、
前
年
度
に

却
下
さ
れ
て
も
そ
の
年
の
所
得
に

よ
っ
て
該
当
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
福
祉
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
７
）

●
韓
国
語
講
座

　

韓
国
に
興
味
が
あ
る
人
、
今

ま
で
接
し
た
こ
と
は
な
い
け
ど

挑
戦
し
た
い
人
、
誰
で
も
大
歓

迎
で
す
。

　

韓
国
語
は
日
本
語
と
似
て
い

ま
す
の
で
、す
ぐ
に
慣
れ
ま
す
。

ド
ラ
マ
や
歌
、
ゲ
ー
ム
ま
で
、

楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
講
師
　
チ
ョ
ン
・
サ
ン
ミ（
国

際
交
流
員
）

■
日
時　

６
月
16
日
～
毎
週
木

①
初
級　

午
後
６
時
～
７
時

②
中
級　

午
後
７
時
～
８
時

■
対
象　

六
ヶ
所
村
在
住
ま
た

は
村
内
在
勤
者

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

●
料
理
教
室

　

こ
れ
ぞ
夏
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー

韓
国
を
代
表
す
る
栄
養
食
、
サ

ム
ゲ
タ
ン

　

夏
バ
テ
防
止
、
ス
タ
ミ
ナ
回

復
の
た
め
に
韓
国
の
人
た
ち
が

よ
く
食
べ
ま
す
。

　

最
近
は
肌
に
い
い
食
品
と
し

て
も
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
美
味
し
い
デ
ザ
ー

ト
も
一
緒
に
作
り
ま
す
。
夏
を

元
気
に
過
ご
す
た
め
、
み
ん
な

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
講
師　

チ
ョ
ン
・
サ
ン
ミ
、

マ
イ
ケ
・
ツ
ィ
マ
マ
ン
（
国
際

交
流
員
）

■
日
時　

６
月
27
日
月
午
後
６

時
～

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
募
集
人
数　

10
人
程
度

■
参
加
費
用　

材
料
費

■
申
込
期
限　

６
月
17
日
金

●
英
語
と
日
本
語
の
会
話
交
流

　

英
語
と
日
本
語
の
会
話
交
流

を
、
前
回
好
評
に
つ
き
再
度
実

施
し
ま
す
。

　

英
語
を
も
っ
と
話
し
て
み
た

い
け
ど
話
す
チ
ャ
ン
ス
が
な

い
、
英
語
に
自
信
が
な
い
と
い

千
歳
平
第
１
納
税
組
合

が
地
元
の
学
校
、
保
育

所
へ
寄
付

村
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の
お
知
ら
せ

　4 月の農業委員会定例総会が 4 月
20 日、役場分庁舎３階大会議室で
開催され、下記案件が原案通り議決・
承認されました。
■報告第 3 号　農地の転用事実に
関する照会について

2 件 13,300㎡
■報告第 4 号　農地法第５条第１
項の規定に基づく農地転用申請の取
り下げについて
■議案第 11 号　農地法第 3 条の規
定による許可申請について

1 件 10,227㎡

現況届けの提出はお早めに

　農業者年金受給者の皆さんに、農業
者年金基金から『現況届け』が 5 月下
旬ごろに発送されています。
　この届け出は、受給者の現在の状況
について把握するものです。農業を再
開した、または後継者等に処分した農
地が返還されたなどの場合、支給停止
に該当してしまいます。受給者の皆さ
んは６月末までに提出していただくよ
うお願い致します。
問農業委員会　担当：吉岡
☎ 0175(72)2111（内線 273）

う
人
は
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
外

国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
最
適

で
す
。
村
在
住
外
国
人
と
「
日

本
語
・
英
語
の
会
話
交
流
」
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
担
当　

マ
イ
ケ
（
国
際
交
流

員
）、
ヘ
イ
リ
ー
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

■
日
時　

７
月
１
日
金

午
後
６
時
～
７
時
30
分

＊
45
分
く
ら
い
ず
つ
英
語
と
日

本
語
で
会
話
し
ま
す
。

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
募
集
人
数　

20
人

■
申
込
期
限　

６
月
27
日
月

■
申
込
先　

国
際
交
流
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
６
２
）

農業委員会だより 人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す

国
際
交
流
課
各
種
講

座
・
教
室
受
講
者
募
集

千歳小へはデジタルタイマーが寄贈された
濱田組合長代理㊧と蛯名俊一校長㊨

講座名・人数 実施日・時間 講師 ○準備するもの
  ●材料費 ( 実費 )

中級パッチ
ワーク

20 人

7 月 6・20 日、8 月 3・24 日、
9 月 7・21 日、10 月 5 日
いずれも水
10 時～ 13 時

中島育子
○工作用紙 ( 厚紙 )、筆
記用具、裁縫道具
●～ 5,000 円程度

ガーデニング
20 人

9 月 30 日、10 月 28 日、
11 月 25 日
いずれも金
10 時～ 13 時

出町　勉 ○エプロン、ゴム手袋
●毎回 2,500 円程度

ビーズアク
セサリー

12 人

8 月 22・29 日、
9 月 5・12 日
いずれも月　10 時～ 13 時

佐藤江利子
○めがね、ハンドタオ
ル
● 1,000 円～ 2,000 円

エアロビ
20 人

7 月 7・14・28 日、
8 月 4・25 日、
9 月 1・15・22 日、
10 月 6・13 日　いずれも木
18 時 30 分～ 20 時

山本直子

○動きやすい格好、す
べりにくいシューズ、
スポーツタオル、飲み
物
●無料

ピラティス
15 人

7 月 21 日、8 月 18 日、
9 月 8・29 日、10 月 20 日
いずれも木　
18 時 30 分～ 20 時

山本直子

○動きやすい格好、ヨ
ガマット（大き目のバ
スタオル可）、スポーツ
タオル、飲み物

ステンド
グラス

15 人

10 月 24 日月
10 時～ 13 時 小林静子

○エプロン、軍手、薄
手のゴム手袋、はさみ
●～ 2000 円程度

エコクラフト
20 人

9 月 6・13・20・27 日、
10 月 4・11・18 日
いずれも火
10 時～ 13 時

柴田純子

○洗濯ばさみ、キッチ
ンばさみ、ボンド、メ
ジャー、鉛筆、消しゴム
●１作品 1,500 円程度

色紙書
15 人

9 月 21・28 日、10 月 5 日
いずれも水
18 時 30 分～ 20 時

佐藤沙緒里
○習字道具（持ってい
れば）
● 500 円程度

中央公民館講座受講生募集
　中央公民館講座の受講生を下記のとおり募集します。皆さんの多数の参加をお
待ちしています。
※受講者が少ない講座は開催しないことがあります。友人を誘ってぜひ参加して
ください。
■受講料　無料
■場所　六ヶ所村立中央公民館
■対象者　六ヶ所村在住および在勤の人（保護者同伴の場合は小中高生の参加可）
■申込期限　６月 20 日月
■申込先　六ヶ所村立中央公民館　担当：高田（電話・FAX　可）
　　　　　☎ 0175-72-2111（内線 515）　Fax 0175-72-2246

＊申し込み後、キャンセルする場合、受講講座を休む場合の連絡をお願いします。講座
によっては、材料費をいただく場合があります。

 Rokkasho News and Information

　六ヶ所 FC 団員募集！

　六ヶ所 FC は「村内のサッカーに
興味がある子どもたちよ集まれ！」
をテーマに新入団員を募集していま
す。村内の小学校児童であれば、男
女問わず誰でも入団できます。本年
度からは１年生も入団 OK です。

サッカーは学年毎に年間数回大
会があります。一年生でも試合にも
出場できる六ヶ所 FC で、勝利に向
かって一緒に頑張ってみませんか。
入団前の練習見学・体験練習も大歓
迎ですので、話を聞いてみたい人は
連絡してください。
問六ヶ所ＦＣ指導者代表　中村憲光
☎ 090-1490-9804
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小
こいずみ

泉　靖
せいは

波（直輝）千歳平

秋
あきと

戸　天
あまね

音（淳一）二又

河
かわべ

辺　レイ（伸二）尾駮浜

佐
ささき

々木愛
あいり

莉（清孝）豊原

高
たかにし

西　花
かなで

奏（亨）　　神奈川県

木
きむら

村　智
ともき

樹（政幸）倉内

細
ほそかわ

川小
さゆり

百合（典久）尾駮浜

木
きむら

村心
こはく

晴空（宏信）六原

沼
ぬまべ

辺　愛
あいか

奏（徹哉）尾駮浜

小
こいずみ

泉さくら（智明）倉内

六ヶ所村の人口・世帯数
（4 月 30 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,979 ＋ 41
女 5,255 － 32
計 11,234 ＋ 9

世帯数 4,521 ＋ 88

お悔やみ申し上げます
山田　忠一　69 才（泊）

久保與三郎　83 才（戸鎖）

村畑要五郎　75 才（泊）

佐藤　藤一　77 才（庄内）

平郡左右治　73 才（平沼）

橋本　富太　57 才（三沢市）

中村キンコ　88 才（泊）

髙橋　源治　78 才（尾駮）

水戸　りわ　89 才（泊）

小笠原與一　64 才（泊）

4 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

ご結婚おめでとう
小西　勇也（滋賀県）

渥美真由子（静岡県）

　
春
季
歩
け
歩
け
運
動
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
日　

６
月
26
日
日

■
場
所　

青
森
市

■
募
集
人
数　

80
人

■
申
込
先　

教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
中
央
公
民
館
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
２
０
）

℻
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

第
19
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走

大
会
（
９
月
４
日
開
催
）
へ
出

場
す
る
六
ヶ
所
村
チ
ー
ム
の
選

手
を
募
集
し
ま
す
。

　

選
考
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
１
回
目　

６
月
８
日
水

午
後
６
時
30
分
ス
タ
ー
ト

■
２
回
目　

６
月
25
日
土

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
場
所　

大
石
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

■
選
考
距
離

○
男
子　

３
０
０
０
㍍（
一
般
・

高
校
・
中
学
）

○
女
子　

２
０
０
０
㍍（
一
般
・

高
校
・
中
学
）

■
申
込
期
限

１
回
目　

６
月
６
日
月

２
回
目　

６
月
23
日
木

■
申
込
先　

教
育
委
員
会
社
会

教
育
課　

担
当
：
髙
田
勇
貴

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
４
）

℻
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

東
京
電
力
株
式
会
社
で
は
、

東
通
原
子
力
発
電
所
一
・
二
号
機

の
新
設
に
係
る
環
境
影
響
評
価

書
に
基
づ
き
、
環
境
保
全
措
置

と
し
て
実
施
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
し
て
、
平

成
22
年
度
事
後
調
査
結
果
報
告

書
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
・
時
間

６
月
１
日
水
～
６
月
30
日
木

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
土
・
日
も
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
ま
で
縦
覧
し
て
い

ま
す

■
縦
覧
場
所

 

・
東
京
電
力
株
式
会
社
東
通
原

子
力
建
設
所

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.tepco.co.jp/nu/hd-

np/index-j.htm
l

）
で
も
縦
覧

し
て
い
ま
す

問
〒
０
３
９
―
４
２
２
３

青
森
県
下
北
郡
東
通
村
大
字
小

田
野
沢
字
南
通
２
―
３
０
３

東
京
電
力
株
式
会
社　

東
通
原

子
力
建
設
所
広
報
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
７
５
（
45
）
７
０
５
２ 

　

国
土
交
通
省
と
各
都
道
府
県

は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
30
日

ま
で
を『
土
砂
災
害
防
止
月
間
』

と
位
置
付
け
、
本
格
的
な
豪
雨

の
時
期
を
前
に
、
土
砂
災
害
に

よ
る
被
害
防
止
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
防
災
・
広
報
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

青
森
県
内
に
は
、
約

４
０
０
０
カ
所
も
の
土
砂
災
害

危
険
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
山
あ

い
に
溜
ま
っ
た
土
砂
や
巨
石
が

雨
で
増
え
た
沢
水
と
一
緒
に
流

れ
落
ち
る
『
土
石
流
』、
地
下

水
が
溜
ま
り
す
ぎ
て
地
盤
全
体

が
す
べ
り
落
ち
る
『
地
す
べ

り
』、
雨
を
含
ん
で
脆
く
な
っ

た
崖
が
唐
突
に
崩
壊
す
る
『
が

け
崩
れ
』
…
ど
れ
も
強
い
雨
が

原
因
と
な
り
、
山
や
崖
が
あ
る

地
域
で
は
ど
こ
で
も
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
日
本
各
地
で
土
砂

災
害
が
発
生
し
、
そ
し
て
多
く
の

犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。
中
に
は
、

地
域
の
避
難
所
へ
避
難
し
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
命
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
強
い
雨
が
降
っ
て

い
る
」
と
き
は
「
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
災
害
が
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
心
に
留

め
、
正
し
い
危
機
意
識
と
早
期

避
難
で
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
原
子
力
対
策
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
３
３
）

青
森
県　

県
土
整
備
部　

河
川

砂
防
課　

砂
防
グ
ル
ー
プ　

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
６
７
０

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
青
森
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
平
成
23
年
度
土
砂
災

害
防
止
月
間
）

http://w
w

w
.pref.aom

ori.
lg

.jp
/k

o
tsu

/b
u

ild
/

H
23doshagekkan.htm

l

　

六
ケ
所
村
は
、
青
森
県
信
用

保
証
協
会
と
、
中
小
企
業
者
の

事
業
資
金
に
か
か
る
借
り
入
れ

を
円
滑
に
す
る
た
め
、
特
別
保

証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
中
小
企
業
者
が
利
用
し

や
す
い
制
度
と
し
て
、
き
め
細

か
な
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
特
別
保
証
制
度

○
簡
易
小
口
資
金

 

・
貸
付
金
額　

１
２
５
０
万
円

 

・
保
証
期
間　

７
年
以
内
（
据

置
期
間
：
運
転
６
カ
月
以
内
、

設
備
１
年
以
内
）

 

・
貸
付
利
率　

年
率
３
・
６
％

以
内
（
固
定
金
利
）

○
事
業
活
性
化
資
金

 

・
貸
付
金
額　

２
千
万
円

 

・
保
証
期
間　

10
年
以
内
（
据

置
期
間
：
運
転
６
カ
月
以
内
、

設
備
１
年
以
内
）

 

・
貸
付
利
率　

年
率
３
・
６
％

以
内
（
固
定
金
利
）

■
保
証
料
率
に
つ
い
て

❶
無
担
保
保
険
（
一
般
関
係
）、

普
通
保
険
（
一
般
関
係
）
を
利

用
の
場
合
は
、
財
務
そ
の
他
経

営
に
関
す
る
情
報
を
基
に
リ
ス

ク
計
測
モ
デ
ル
に
よ
り
算
出
さ

れ
る
評
点
に
応
じ
た
区
分
の
料

率
（
０
・
45
％
～
１
・
85
％
）

を
適
用
し
ま
す
。
た
だ
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
１
・
15
％
と
な
り
ま
す
（
最

大
０
・
２
％
の
割
引
適
用
有
り
）。

浅
虫
ダ
ム（
ほ
た
る
湖
）

周
辺
を
散
策
し
ま
せ
ん

か青
森
県
民
駅
伝
六
ヶ
所

村
チ
ー
ム
選
手
を
募
集

６
月
１
日
～
30
日
は

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

東
京
電
力
株
式
会
社
東

通
原
子
力
発
電
所
一
・

二
号
機
新
設
に
係
る
事

後
調
査
結
果
報
告
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

 

・
個
人
そ
の
他
の
法
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
貸
借
対
照
表

お
よ
び
損
益
計
算
書
を
作
成
す

る
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
な
い

人
で
あ
っ
て
貸
借
対
照
表
お
よ

び
損
益
計
算
書
が
な
い
人

 

・
事
業
開
始
後
最
初
の
事
業
年
度

の
決
算
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
お

よ
び
損
益
計
算
書
が
な
い
人

 

・
同
一
の
事
業
を
営
む
複
数
の

人
で
あ
っ
て
金
融
機
関
か
ら
の

借
り
入
れ
に
係
る
連
帯
債
務
を

負
担
す
る
人

❷
特
別
小
口
保
険
を
利
用
の
場

合
、
経
営
安
定
関
連
特
例
保
険

を
１
～
６
号
指
定
で
利
用
の
場

合
は
一
律
に
年
率
０
・
85
％
、

経
営
安
定
関
連
特
例
保
険
を

７
、８
号
指
定
で
利
用
の
場
合

は
一
律
に
年
率
０
・
77
％
、
創

業
等
関
連
特
例
お
よ
び
創
業
関

連
特
例
保
険
を
利
用
の
場
合
は

一
律
に
年
率
０
・
80
％
が
適
用

と
な
り
ま
す

問
青
森
県
信
用
保
証
協
会
十
和

田
支
所

☎
０
１
７
６
（
23
）
４
３
３
１

商
工
観
光
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
４
３
）

　

身
体
障
害
者
に
対
し
、
巡
回

し
て
医
学
的
判
定
を
行
い
、
併

せ
て
そ
の
更
生
に
必
要
な
総
合

的
相
談
に
応
じ
、
社
会
的
更
生

の
方
途
を
指
導
し
、
援
護
の
万

全
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

い
ま
す
。

■
巡
回
診
査
日
程

下
表
の
と
お
り

■
対
象
者

 

・
新
規
で
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
る
た
め
審
査
を
必

要
と
す
る
人

 

・
青
森
県
障
害
者
相
談
セ
ン
タ

ー
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳
の
再

認
定
を
必
要
と
さ
れ
た
人

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害

程
度
お
よ
び
等
級
に
変
化
が
あ

り
、
変
更
を
必
要
と
す
る
人

 

・
補
装
具
の
処
方
を
必
要
と
す

る
人

注
①
当
日
の
審
査
だ
け
で
は
判

定
が
困
難
な
場
合
（
障
害
児
の

聴
力
測
定
な
ど
）
指
定
医
の
い

る
医
療
機
関
を
利
用
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

注
②
脳
血
管
障
害
（
脳
卒
中
、

脳
梗
塞
な
ど
）
に
よ
る
障
害
の

審
査
は
、
発
症
か
ら
３
カ
月
以

上
を
経
過
し
て
い
る
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

注
③
介
護
保
険
で
貸
与
さ
れ
る

福
祉
用
具
の
種
目
と
共
通
す
る

補
装
具
（
車
い
す
、
レ
デ
ィ
ス

メ
イ
ド
、
歩
行
器
、
歩
行
補
助

つ
え
）
は
、
介
護
保
険
か
ら
の

貸
与
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

注
④
電
動
車
い
す
、
座
位
保
持

装
置
お
よ
び
特
例
補
装
具
の
処

方
を
要
す
る
も
の
は
除
き
ま

す
。

注
⑤
義
肢
・
装
具
お
よ
び
車
い

す
に
つ
い
て
、
複
雑
な
処
方
を

要
す
る
も
の（
骨
格
構
造
義
肢
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ま
た
は
モ
ジ

ュ
ラ
ー
方
式
に
す
る
車
い
す
の

新
規
処
方
な
ど
）は
除
き
ま
す
。

■
受
診
者
が
持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
（
所
有
者
の

み
）、
印
鑑

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
６
）

　
来
場
す
る
際
は
、
事
前
に
福

祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

村
内
の
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

融
資
の
ご
案
内

障害名 実施月日 受け付け時間 診査時間 会　場

聴覚障害
（平衡機能障

害を除く）
7 月 4 日月 13 時 15 分～

14 時 45 分
13 時 30 分～
15 時 30 分

野辺地町
健康増進センター

肢体不自由

7 月 12 日火 8 時 45 分～ 11 時 9 時 30 分～ 12 時 野辺地町
健康増進センター

7 月 13 日水 8 時 45 分～ 11 時 9 時 30 分～ 12 時 十和田市東公民館

7 月 15 日金 8 時 45 分～ 11 時 9 時 30 分～ 12 時 三沢市
総合社会福祉センター

○身体障害者巡回診査日程

身
体
障
害
者
巡
回
審
査

お
よ
び
更
生
相
談
日
程

の
お
知
ら
せ

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名
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日・曜 行事名 時　間 場　所

1 水 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 ス ワ ニ ー

2 木 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 ス ワ ニ ー

3 金 婦人健診 受付 11:45 ～ 12:45 ス ワ ニ ー

4 土

5 日

6 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

7 火
６カ月児健診 受付 9:30 ～ 9:45 保健相談センター

１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

8 水
複合健診 受付 8:00 ～ 9:00 ス ワ ニ ー

りふれっしゅダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

9 木 複合健診 受付 8:00 ～ 9:00 ス ワ ニ ー

10 金 複合健診 受付 8:00 ～ 9:00 ス ワ ニ ー

11 土 第 34 回上北郡総合体育大会（主会場：六戸町総合運動公園）＊村選手が参加します

12 日 第 34 回上北郡総合体育大会（主会場：六戸町総合運動公園）＊村選手が参加します

13 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

14 火
１歳児健診 受付 9:30 ～ 9:45 保健相談センター

４カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

15 水

16 木 婦人健診 受付 11:15 ～ 12:45 老人福祉センター

17 金 婦人健診 受付 11:15 ～ 12:45 老人福祉センター

18 土

19 日

20 月
５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

スワニー・郷土館・図書館休館日

21 火

22 水

りふれっしゅダンス教室 10：00 ～ 11：30 ス ワ ニ ー

マタニティ教室 10：30 ～ 13：00 保健相談センター

森のくまさんおはなし会 <3 歳～ 6 歳向け > 14：40 ～ 図 書 館

23 木 森のくまさんおはなし会 <0 歳～ 3 歳向け > 10：30 ～ 図 書 館

24 金
カンガルー教室 < 抱っこ法 > 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 13:00 ～ 15:00 保健相談センター

25 土

26 日
八代亜紀コンサート（開演 14:30 ～ /18:30 ～） ス ワ ニ ー

春季歩け歩け運動 青森市（浅虫ダム）

27 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

28 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

29 水 栄養教室 9：30 ～ 13：00 保健相談センター

30 木
カンガルー教室 < 親子ビクス > 受付 9:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場 < ベビーマッサージ > 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

 村のスケジュール6 月

震災による大規模停電は、電気の大切さを思い知らされた出来事でした。震災直後は、お店、職場、あらゆるところで節電に取りくん
でいました。私も電気をこまめに消したり、冷蔵庫の設定温度やヒーターの温度を下げたりと、せっせと節電していましたが…○今夏、
東北電力管内で約 15％の電力不足が見込まれているそうです。喉元過ぎて…の状態になりつつある今、電気を使いすぎていないか見直
すことが必要です。みんなで取り組んでいきましょう●当課の事業「六ヶ所村テレビ（地デジ 11ch）」は来年度の本格放送に向けて、
７月に試験放送を始める予定。番組の企画・取材に始まり、編集作業、放送プログラム作成など、ド素人の課員たちが右往左往しなが
らも試行錯誤を重ねています○取材では、これまでの写真撮影に加え、ビデオカメラで撮影させていただくこともあります。そして、
製作した番組も順次放送していく予定です。温かく迎え、そして見守っていただければ幸いです（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

「食べ合わせ」でもっとおいしく、もっと元気
に！ さまざまな野菜と果物について、特徴・旬・
保存法・見分け方とともに、栄養成分の相乗・
相加効果のある食べ合わせポイントを紹介。
132 のかんたんレシピ付き。

おいしい野菜の
食べ合わせ便利帳

白鳥早奈英監修

      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175（72）3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

【本屋大賞（2011 年）】「失礼ながら、お嬢様
の目は節穴でございますか？」 令嬢刑事と毒
舌執事が難事件に挑戦！ 「殺人現場では靴を
お脱ぎください」「殺しのワインはいかがで
しょう」など、ユーモアたっぷりの本格ミス
テリ６話を収録。

謎解きはディナー
のあとで

東川　篤哉著

「好きな人がいたら、真っ直ぐに見つめるこ
と」 天才芸術家岡本太郎とそのパートナー岡
本敏子。ふたりが遺した、激しく熱く純粋な、
男が男のまま、女が女のまま、愛するための
メッセージ。

愛する言葉

岡本太郎、岡本敏子著

朝食をジュースにかえるだけ！ 代謝が上がる
からリバウンドなし！ 朝、胃が空っぽのとき
に生のフルーツや野菜のジュースを飲む「朝
ジュース」ダイエットのノウハウと、ジュー
スレシピ 90 を紹介。

「朝ジュース」
ダイエット

藤井香江著
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六
ヶ
所
村
消
防
団
長
と
し
て
、
村

消
防
団
の
指
揮
を
執
る
。
泊
地
区
を

担
当
す
る
第
７
分
団
に
入
団
後
、
同

分
団
長
、
村
本
部
の
副
団
長
を
経
て

平
成
15
年
に
団
長
と
な
り
、
８
年
目

を
迎
え
た
。

　
「
消
防
に
携
わ
っ
て
か
ら
あ
っ
と

い
う
間
の
50
年
。
も
う
そ
ん
な
に

経
っ
た
の
か
と
い
う
感
じ
。
こ
れ

ま
で
関
わ
っ
て
き
た
団
員
た
ち
の
支

え
が
な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ

れ
な
か
っ
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い

る
」。
一
言
一
言
噛
み
し
め
る
よ
う

団
員
の
支
え
に
深
く
感
謝
。
笑
顔
に
充
実
感
に
じ
む

及川 悦夫さ
ん

●おいかわ・えつ
お
六ヶ所村泊在住。
六ヶ所村消防団長
（２期目）。六ヶ所
村民生委員協議
会委員。六ヶ所
村社会福祉協議
会副会長。六ヶ
所村商工会理事。
かもめスタンプ協
同組合長。

に
、
ゆ
っ
く
り
と
話
す
及
川
さ
ん
。

　

入
団
は
20
歳
の
こ
ろ
。

　
「
当
時
、
消
防
団
員
は
男
の
憧
れ
。

使
命
感
を
も
っ
て
消
火
に
あ
た
る
団

員
た
ち
の
姿
は
と
て
も
か
っ
こ
よ

か
っ
た
。
20
歳
に
な
り
、
欠
員
が
出

な
い
と
消
防
団
に
入
れ
な
い
か
ら
、

団
員
に
な
れ
た
と
き
は
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
」
と
な
つ
か
し
む
。

　

当
時
は
ま
だ
本
村
に
常
備
化
さ
れ

た
消
防
は
な
く
、火
事
や
災
害
対
応
、

人
命
捜
索
に
は
、
地
元
住
民
で
組
織

さ
れ
た
消
防
団
が
あ
た
っ
て
い
た
。

　
「
火
事
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
た
ち
が

行
か
な
い
と
火
は
消
え
な
い
。
現
場

に
早
く
か
け
つ
け
、
延
焼
さ
せ
な
い

よ
う
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ

し
て
何
よ
り
、
人
命
が
第
一
。
幹
部

に
な
れ
ば
住
民
の
命
は
も
ち
ろ
ん
、

災
害
活
動
に
あ
た
る
団
員
の
命
も
守

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
ら
、
現
場
で

の
指
示
も
ど
な
る
よ
う
に
大
声
で
す

る
こ
と
も
。『
け
ん
か
し
て
る
の
か
？
』

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

だ
っ
た
」。
時
折
笑
み
を
浮
か
べ
な
が

ら
も
、
そ
の
ま
な
ざ
し
は
真
摯
だ
。

　

地
域
住
民
の
最
も
身
近
な
防
災
機

関
で
あ
る
消
防
団
。
危
険
な
現
場
で

は
、
究
極
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地

域
住
民
を
守
ろ
う
と
多
く
の
消
防
団

員
た
ち
が
命
を
落
と
し
た
。

　
「
同
じ
消
防
団
員
と
し
て
、
そ
の

立
場
や
思
い
は
十
分
に
わ
か
る
。
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
自
分
の
役
割
を
全
う
し

た
い
と
行
動
し
た
の
で
は
。
消
防
団

員
な
ら
一
人
で
も
多
く
の
住
民
を
救

い
た
い
と
い
う
使
命
感
を
必
ず
も
っ

て
い
る
か
ら
。
普
段
高
い
と
こ
ろ
が

苦
手
で
も
、
火
事
現
場
で
は
平
気
で

屋
根
に
上
が
っ
て
消
火
活
動
が
で
き

る
。
そ
ん
な
も
の
で
す
よ
」。

　

任
期
満
了
を
前
に
、
次
代
の
団
員

た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。

　
「
現
場
で
は
と
に
か
く
真
剣
に
取

り
組
み
、
自
分
の
命
を
大
切
に
。
自

分
の
命
が
な
け
れ
ば
人
の
命
は
救
え

な
い
で
す
か
ら
」。

　
「
大
き
な
活
躍
は
で
き
な
か
っ
た

け
ど
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、

少
し
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
が

で
き
た
か
な
」。

　

最
後
に
ふ
と
見
せ
た
笑
顔
に
、
充

実
感
が
に
じ
ん
だ
。

PROFILE

「地域住民、消防団員の人命を第一に」
強い使命感胸に、走り続けた 50 年

一昨年、本
部副団長9
年、団長6
年の功労に
対し授与された章記。使い古
されたヘルメット（手前）が、
キャリアの長さを物語る

一昨年の消防出初め式での及川さん
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3２

初夏、村の花「ニッコウキスゲ」が咲く季節。
かつて、この黄色のじゅうたんは、村のいたるところにありました。
ニッコウキスゲが咲き誇る村を取り戻したい―
ボランティアの人たちのひたむきな努力は、少しずつ実り始めています。
愛情をたっぷり受けたニッコウキスゲは、
今年も一輪、また一輪と、元気に花を咲かせます。

伝えたい、六ヶ所の風景。
黄色の絨

じゅうた ん

毯

1_ 草原に無数の黄色い花が咲き誇る。一日でしぼむ花だが、次々と咲き続

け、草原を黄色の絨
じゅうたん

毯に変えてゆく　2_ 朝露を花にためたニッコウキスゲ

の花。高貴な姿に空気が澄みゆく　3_ 毎年、ボランティアが受粉し、種子

を取っている。数年かけてタネから育てられたニッコウキスゲの花は、昨年、

村内の路傍で咲いた（写真提供：山上睦さん〈㈶環境科学技術研究所〉）


